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　植物の混数性に関しては，先にSrrOMps（1911）によ　　　連続処理を行つて衛成したもの，又1954年3借体新桑一

りSPinaciaにおいて発見されて以来，多数の楠物に観　　　男の接木2無生苗木の成畏点並に4悩休多翻早生と6借

察され，又物理，化学的処理により誘起されたものも少　　　体毛榮との5倍雑禰の黙坐の威畏颪に前記同ようの方法

くない。桑樹においては，関（1952）が2僚及び3倍性　　　により滴下処理を行つて商成したものである。

i桑樹4贔種の自然状態の根立詰｝細胞にこの現象のあること　　　本処理個休は何れも子葉及び戒擾点の部分は著しく肥

を報告した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚して発冑を停止し，柚死するものが多く，坐存個体よ

　colchicine処珊による混数性に関しての研究は数多く　　　りその後発坐した本纂は藥肉際く，濃緑色麹呈しかつ不

報告されている（BLAKESLEE　and　AVERy　1937　SUI・　　焦形の萎縮した崎形葉を蒲生した。

MAMURA　1939，古里1940，西山1940，近藤1941，金沢　　　　これら処理個休の育茜を行い，藥，枝条，冬芽等の外

1942・1948，小野1942等）o　　　　　　　　　　　　　　　部形態並に藥の組織を観藥し，又染色体数の決簸には芽

　著者等も1948年以来，colchicine処理による倍数性桑　　　をNavashin’s　fluidにて固定しHqid鋤hai蜘iron

樹の育成に従事して7個体の混数体を得た。よつてこれ　　　alum　hematoxylin法｝ζて染色して観寮し容。

ら桑樹の形態学的観察を主体としてここに報告する。　　　　　　　　’

　本研究を行うに当り多大なる御援助を与えられ，かつ　　　　　　　　　観察結果並に考察

御校閲の労をとられた本学部教授閏筒亮平博士に深謝す　　（））混数体桑樹の染色体数

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禽成した7個休の接木苗について，芽の成長点を鏡検

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し染色体をかぞえた。

　　　　　　　実験材料並に方法　　　　　　　　　　その結果，1948年種子浸潰処理（露国野薬，一の瀬の

（1）種子浸潰処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　自然交雑種子）を行つた2個体は，2倍性細胞（2n＝28）

　1948年露国野桑及び一の瀬の自然交雑種子を採集し，　　　と4倍性細胞（2n誤56）の混数体（23CRy4　，23CI7）で

前報（本誌No．皿1953）同ようの方法によりcolchicine　　あつた（第1図a，　b）。

処理を行い育成した。

溶解した水瀦を毛細管ガラスを用v’n；1m31a17Hee　脚図23CRy謙樹の芽の賑点におけ疎鱗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（X糸勺1550）
＊本鮪の大要は第24，2徊日本蚕縛会（1954，195　　・2倍性細簿（2・・…28）
　7）におv・て報告したo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　4倍性細胞（2n＝56）
＊＊信州大学繊維学部裁桑学研究室
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1952年成畏点滴下処理を行つた3倍交雑種（多i・岬生・　1952年成長点ll　rド矧噛抄た撒一号2鱒5鰍蜘，

4x×長五郎・2x，多胡早生・4x×樹　li・2・）から得た3　（多’岬生・4x×嫌・6・’）か瞬騒た2・Wii］la“は，1瀦力唱

個体は，3倍性糸［聰（2…42）と6倍性細胞（2・・謁84）’倍1些L細胞（2・・　42）と611寿欄il胞（2n　・・　84）・’覗数ta‘

の混数体（前者1個体MXrエ，後者2個体MXr　L　　　　（MX，　一一　IV）であり，後者は5倍｛’k細jlCll（：2n瓢70）と10

MX，一皿）であった（第2図，　a，　b）。　層　　　　　　　倍憐細胞（2nm140）の混数体（MX5－；Dであ一，ノ：（第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3醇到a，　b）Q

　　　a　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　　　a　　　　　　　　　　　　　　b　　　「脚岬

第2図　MX3一工桑樹の芽の成畏点1こおける　　　　　第3図　MX，一工染樹の勢の成撮点iこおけ範鞭磁俸
　　　　染色f本　（×糸勺1480）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（×系勺1520）

　　a　 3f音忙k糸田珊蝕（2n　：42）　　　　・　　　　　　　　　　　　a　　5｛辮セk酢1朋蝕（2n：隅70）

　　b　　6合等慣三糸田lltu（2n＝84）　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　 10f｝斎側ζ糸田ll蝕（2n＝140）

第1袈　混数体桑樹の戒畏点にお｝ナる細胞の灘数状熊
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　これら混数体桑樹の芽の威長点における核分裂像を観　　　観察された。

察して細胞の混数状態を調査した（第1表）。　　　　　　　　これらの混数割脅が後述の形態並に組織に禰々の影響

　第1表によれば各混数体により細胞の混数状態は異る　　　を及ぼすものと思われる。

が，何れも倍加染色体像が多く観察され，歪3CRy4及び　　　　成畏点における部位別の灘数状態につ㌔・ては判然とし

MX3－IV桑樹を除いてはjE常細胞の約2～5倍に及んで　　　た区別が観察されなかつた。

いる。又静止期の細胞においても仁及び核の大小不同が　　　（五）外部形態
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
　これらの混数体桑樹と燈樹及びそれぞれの交雑種無処　　　枝条中部の戒熟藥について，その各部の比較を行つた

理個体との外部形態を比較調査した。　　　　　　　　　　　（第2表）。

　（1）葉

第21表　混数体の葉の形態

＼＼葉の各部
　　’＼＼、
上ヒ唯交，桑・杣量　＼＿

23CRy．塾

葎馨雌1野桑（母樹）

23CI7

－一・ ﾌ瀬（鳳樹）

MXs　一一工

対照（無処理）

MX3－∬
MX3一野「

対照（無処理）

MXs　一　rv

対’照（無処理）

MX，一工

対照（無処理）

葉　　　形 葉　色

卵状欄円形　　濃緑色

　　〃　　　緑　色

楕　　円　形

卵状楕円形
・長　卵　形

卵状楕円形
（不正形）

円状卵形
4～5裂

葉　面

やや粗織

平　滑

濃緑色　　粗　綴

緑　色　　平　滑

濃緑色

’ノ

（、認撒）濃縫

3～4裂掌状　　　〃

4～5裂掌状　　緑　色

卵状購円形譲誕

楠　円　形　　濃緑色

卵状樺｝円形
（1～4、裂，　フド
」｝三形）

円状卵形
3～4裂葉

粗　渋

粗縫

鋸　　　　歯 粟．底 葉頭葉柄嚢脈態

鷺辮嘱形継魏・畏い…
　　　　　　　　〃　長漸尖頭i畏　l　i｝’三粥牙状鋸歯
1穿1醐二状鋸lv．＋’1

二二電歯好状鋸歯

歯牙状鋸歯
一“ u爾罰勇三朕鋸冊‘『『－tt

　不斎鋸醗

　歯牙状鋸歯

粗　織　　歯笏二状小鋸蝕i

粗　渋　　鋭　頭　鋸　歯

やや粗雛　　』歯研状鋸歯

粗髄
〃

駕籔糠て

濃緑色　粗雛

不斉形鋸歯

鈍歯牙状鋸歯

不欝形鋸歯

鈍歯牙状鋸歯

襖形長漸尖頭擁

澱心欄障　〃　1’ノ

襖　形
耳朶状

漂心臓形

漸ヴこ類 短

Il遥漸央馴やや提い

鰭　状
耳朶状

襖形
漂心臓形

拠形1
蔵　形
鰭　状

襖形

深心臓形1

1畏漸矧汰く短い

　〃　　　短

　〃　　　侵

畏漸尖頭・
　　　　　短円　獺

鎚漸尖頸　　中

漸尖頭

畏漸尖頭

中

短

乱　る

　刀三

乱　る

工1三

やや乱る

乱　る

　正

蹴　る

乱　る

正

　第2表によれば混数休の葉の形態は魯個体により多少　　　殊にMX3一工索樹は漿縁の不斎形な隆起状捲葉（写

異るが，SHIMAMuRA（1939）がトマトで’ �垂ｵたよう　　　Si　2）を，又MX5一工桑樹は毛桑の形質を発現した晴形

に，桑樹も又一一・一般に崎形葉を着生する（写輿1，2）。し　　葉を着生し，各処に斑入葉を混在した（写輿3働）。

たがつて葉形，葉縁，葉頭，葉脈等の各部は不規則を呈　　　　（2）枝　条

し母樹叉は無処理個体と異る。又概して葉形は小さくな　　　　発宵中庸の枝条の形態について比較調査を行つた（第

る傾向を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3表）。

第3表　混数体の枝条の形態　　，

　　　調査事項

比較桑樹

23CRy4

露国野桑（母樹）

23CIマ

ー一 ﾌ瀬（母樹）

MXs一工
対　照（無処理）

MXa－　il

MX3　一一皿

樹　　　　色

帯膏禍灰色

帯青灰白色

灰　白　色

帯青灰白色

赤褐青灰色

灰禍白色
帯黄褐青灰色

帯褐灰白色

樹　肌

平　滑

　〃

皮　　　　目

円　形，小，密

円　形，申，密

やや粗糖円形，小，密

平滑円柱形，中，密

粗髄 円柱形，申，粗

”羅沸密
やや粗樹隔形，中t　th：

　〃　　円柱形，中，粗

節　闘

極　短

　長

短

長

葉　　　序

2／s，　1／2，　1ん，乱る

　　2／5

t／2，2／s，乱る

　　2！5

砦，短乱・ん・／、，乱る

　中　　　　　1／2

短　　　t／2，2／5，乱る

〃　　　　　　　　’ノ

樹　　　姿

繧　　　態

普　　　通

極めて癬態

普　　　通

腰　　　態

普　　　通

罎　　　態

極めて・腰態
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対　照（無処理）

MX3　一・　rv

対照（無処理）

MX，一一一工

対照（無処理）

赤褐灰白色

帯黄濃赤褐色

〃

帯褐灰白色

濃褐緑灰自色

粗劃購縮
極めて粗
織

〃

やや粗襟

平　滑

罵諺小諸

編匿大，密

属諺，大諮

円　形，大，粗

長

短

’ノ

畏

tl

1／uいe・・碓

1ん2ん乱る　　やや嬢態

1ん　　　　曹　　　通

1ん一ん，乱る　　やや矯態

艮ん　　　　鰹　　滋

　第3表によれば，混数体の樹姿は節間短く燃態にし　　　し，卿：樹癬圏野藥と藻長，鰍1｝1の蝿さ漁び柴撮30c煩内

て，葉序は不規則である。殊に23CI7，　MX8－∬桑樹は　　　の冬跡数，漿痕の大趣さを比鮫測黛した（第4撫）o

枝条細く極めて嫉態を呈する。　　　　　　　　　　　　　錦4袈によれば23CRy4紮樹は1懸欄に比較して枝藻の

　なお23CRy4桑樹について発育中庸の枝条10木を供鼠　　　伸畏状態が懇く鱗態で，節間は愚樹のt／鷲にも満たないe

　　　　諮4表　23CRy，桑樹の枝条の形態　　　　　　　　　このことは，2，魔細胞の濃数憐σ）ために細朧分灘の

　　　調錘賑　　　　　　　　　　　　　　　　1麟11が興なり，したがつご誠畏が制勲肱数葡ためと思

比較桑樹

23CRy4

露国野桑

条長

　mO．74
L84

節間の
長　さ

　cm
1．92

4．11

条畏3Qcm内
の冬芽数

18

8

簾痩の
大きさ　　われる。

　　mm　　　（3）冬穿
8・OX5・2　　枝条輔1部の冬獅形態に’：・いて比較縢した㈱5
葺．7×4，9

表）。第5爽によれば混数体の穿の形状は鰍樹数び簗雑

第5表　混数体の冬芽の形態

’　　　調査　項

形状穿蝕大きさ擶生状熊穿褥緊綴比較桑樹

23CRy4　　　　長三角形　　淡黄褐色大，小，混る　　密　　着
露国野桑（母樹）　やせた畏三角形　　黄黒褐色　　　中　　　　　　〃

著しく爽趨

瞥　　　通

　緊

やや綴

23CI？

黷ﾌ瀬（母樹）
長三角形
@　〃

濃褐色

ﾔ褐色

申申 密蒲又は離る

@　離

普遡又は爽趨

＝@　通

鰹めて緩

竄竰ﾔ

MX3一工

ﾎ照（無処理）

円形又は円味の
?髓ｷ三角形

ｷ三角形

黒褐色

Z赤褐億

大，小，混る

@　大

　離　　　普通又は爽趨

ｧ　　藩　　普　　通

極めて緩

竄竰ﾔ
ド

旧∬
MXs　一一　ff　　　　正三角形．　赤褐色　　　小

MXs－】旺　　円味のある長三角形黒褐色大，小，混る

対照（無処理）　円味のある三角形　濃赤褐色　　　大

　離
密　　藩

　〃

普　　　逸

　　”

　　〃

やや縷

　綴

やや緩

MX8－W

ﾎ照（無処理）

円形又は円味のあ
骼O角形

~味のある三角形

濃赤褐色

@〃

大，小，混る

@　大

離”

普　　通

@　’1

極めて緩

@緊
MX5一工

ﾎ照（無処理）

円味のある畏三角形

@長三角形
褐黄色 大，小，混る

@　大
　離
ｧ　　矯

普　　　通

@　”

緩緊

種無処理個体とほぼ類似しているが，円味をおびる傾向　　　　（4》葉の厚さ＊

を示す。大きさは大小不同で芽色は濃く，芽鱗は一般に　　　枝条中部の成熟葉について，第1と第2支脈閑を供識

緩となる傾向がある…　　　　　　　　測定撚臨6灘添す。
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し，micromotomeによりつくつた50切片につき葉の厚　　　んでいる。

さを接眼micrometerにて測窪し，その変異を調査し　　　（5）気　孔

た。　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　威熟葉についてsumP法により気孔150““AV，了L辺細ll包

第6表によれば混数体は一般1こ騨悩1撫畑獅1休に　畷径を按限micr。n・eter　ei二て淵三し，大きさの鍛

比し葉肉厚く・その変異も大きい。殊にMX3一皿，　MX5　　を調査した（箆7衷）。

・一 H桑樹はその変異が顕著で無処理個体の約2倍余に及

第7藪　混数体の気孔の火きさの変異

　miorometerの目盛

比較桑樹　　　　　　＼

23CRy4

露圏野．桑（母樹）

23CI？

一の瀬（母樹）

MXs一工

対　照（無処理）

MXrI
MX3一皿

対　照（無処理）

3’°4 ?U川8川碧゜°11・°12・°13・°14・°15・°ド1卜

1・2・、1、51、1、11　　　　1、S。
　　8　　52　　49　　31　　　9　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　150

1歌平均の儒顛隈界

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リオ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，755蕊盗n1霧魏5，305

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6じ056三該茎m熱δ，724

　　1111・3634122983　　層騰扇1姦凝繍
419・2342641　　　！1i！・lil，11－tT，．｛．．ll、麟西

P－
@一　　　　　　　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　　　　　　　　

＿　
：　

＿＿＿

Q＿＿＿＿1＿＿、幽＿＿＿
@＿　＿＿　

＿＿＿＿＿1＿

＿　　　　　　＿　　　＿P＿　＿ ＿　 ＿　　　P＿、 馬噛＿＿＿＿　＿＿　　　　　＿　 ド　 ＿　1＿　p　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　「¶…牢

∵ll：1：1∵61312311i：i：膿諜1：畿
＿　　　＿＿＿『　　　　　　　1

4　　42　　39　　36　　14　　10　　　4　　　　1

1　　　8　　22　　35　　26　　17　　16　　　i2　　　10　　　　2　　　－－　　　1

　24　　38　　52　　25　　　9　　　2

MXs・一一W

対　照（無処理）

MX5－一工

対　照（無処理）

T

I　　2828422334　7　3　3
　　　　15　　57　　44　　23　　　8　　　3

5　　14　　33　　43　　22　　21　　　9　　　　2　　　　1

11　30　40　41　19　　9

i50

工50

iso

150

150

　　　　　　　ホ
6．659誌夏n潔6。201

8。567盈n瓜轍7，893

6．939誌m誌6．561

8，844鑑m姦8，336

6．922盈紐叢6．558

　　　　　　　　ぷ1508，449≧叢n】達7，931

1507，570≧m妻≧7．ユ50

　　　　備考　接眼micrometer　1富3・33μ　　　＊　僑頼度95％

　第7表によれば混数体の気孔の大きさは母樹及び交雑　　　並にacetic　alcoholにて固建を行いmicrot◎me切片

繍処理個体に上ヒレ大・」・不同で概してその獺漱き’を作1，D・1・fi・1d・s　h・m・t・xylin　｝こて艶し，横断切

い。しかし，混数体桑樹の気孔の大きさの平均値は各個　　　片による葉肉の構造を．L両表皮系，柵状組織，海紳状組

体により異なり，差異が認められないか或は僚樹及び交　　織，下齎炎皮系の各部分について調盗観属導した（写轟4

雑種無処理個体よりやや小さいもの（23CRy4，　MX3－　　　一一・g）。

N）が観察された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a）上爾表皮系

気孔の大きさは騰体判定の一一aspaと敷られるが，　」・面搬細］蝕の隙，大きさ等は襯期、によ螺る

本灘体桑樹は倍加欄と非fk加細胞が同一個体に灘　力・，搬獣杯同で欄の酉己列も糊鞭ある、，

するため・上記嚇果となつ輝のと思われる・　　　搬系卿さについては蝶の横綱版用い，灘

（皿）葉の繊　　　　　　　　mi・・。m・t・r｝・より醗し一？…鍛を灘した儲8
　枝条中部の成熟葉を供試し，徒手切片による生体観察　　　表）。
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第8表　温数体桑葉の上面衷皮系の原さの変異

　　　・_mlcrometer
@＼＼．　の閏盛　　　　「、　　　　、、医　　　　　　、層

芒r剃射＼＼、

5．O 6．0 7．0 8．0 9．0 10．0 11．0 12．O 13．0 14．0 15．0 16．0 17．0 18．0 19，020．0 計 母平均の信頼限界

23CRy4

露国野桑
　　　（・酬射）

　　1827　1－－　1
1　3　11　3　2

　　　　　　　　　＊
20　9，939蒸m≧　8．461

　　　　　　　　　＊
20　8，667≧ln≧　7．533

23CI7

一のi頼（側：樹）

MXs一工

対照（無処ユi！ID

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　3　　7　　　2　　　2　　　2　　－－　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011，699≧≧1n≧…9．801

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．1∴血∴＿＿．．．．t．．、＿＿＿＿＿．＿＿＿怨1鱒92茎璽51㍗1

　　　　1－12　2 6　1　14－一一一1－一一120
1　　　5　　　7　　　6　　－　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

　　　　　　　　＊
14，168≧m≧11，332

　　　　　　　　＊
7，624≧m≧　6，576

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホMXu－∬　　　1－　　1　6　2　5　2　　1　－　　1　1　　　　　　　　　　　2010，641≧m鑑8．459

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

撫短）㍑∵32…－1－一一’　ii：隣灘
MXa－－rv

対照（無処理）

112・4－13　　　1・。
375－32 @　　　　1・。

MX5一工

対照（無処理）
1－224　3　4　4
　　3　9　4　2　　1　　1

20

20

　　　　　　　　＊
12．260≧婁nユ≧10，140

　　　　　　　　　
8．702≧m≧7．198

　　　　　　　　＊
11．567≧m≧9．733

9．217≧m≧≧　7．983

備考　接眼micrometer　1＝＝3，33μ　　　　＊　信頼度95％

　第8表によれば混数体の表皮系は母樹及び交雑種無処　　　　第9表によれば混数体の柵状組織腰はJep：薄があり，そ

理個体より厚く，表皮細胞層が不同となり，その変異も　　　の変異は著しく大きい。

大きい・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この組織1軌ま普通状態において｝ま，ほぼ一層の円柱状

　即ち上画衷皮系はほぼ一層の表皮細胞層か或は小局部　　　或は梶棒状を呈する細胞が配列するが，混数体はこの状

的に2層よりなるのが普通であるが，混数体は大小不同　　　態が不規則で部分的に2層となり厚さ癒増すもの（23C

の表皮細胞が不規則に配列し2～3層となり著しく厚い　　　Ry，，　MXs－一工，　MX，一一rv（写輿7）），細胞間隙が極め

もの（23CRy4，23CI7（写真5）），1－3層に配列し極　　　て大きく，長大な棍榛状細胞或は短太な円柱状細胞が疎

めて疎く，厚薄の差が署しいもの（MXs一工，　MX，一一M　　　に配列し厚薄の差が著しいもの（MXr工（写真8）），

（写真6）），ほぼ一層に配列するが厚さ不同のもの（MXs　　MXa一皿（写真6）），細胞間隙が小さく比較的整然と配

一皿，Mxs－rV，　Mx5一工（写輿8））等が観察された。　　　　卿するもの（Mx，－1）等が観察された。

　（b）柵状組織　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（G＞海綿状組織

　柵状組織暦の厚薄，柵状組織細胞の大小，形状，配列　　　　海綿状細織暦，細胞の形状，配列状態，細胞間隙等に

状態，細胞闇隙の大小等について調査観察を行つた。　　　　ついて調査観察した。

　生葉を用いて横断切片を作り，柵状組織層の厚さを接　　　　柵状紐織の場合と同ように海綿状組織層の厚さを測定

眼皿icrometerにて測定し，その変異を調査した（第9　　　し，その変異を調査した（第10表，13頁）。

表，12頁）。
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第1°表によれば醐体の繍・状織の厚さは騨があ　し糸【1囎力鞠・もの（23CI，，　MX、・一・m’（欄6），　MX。

り，その変異は著しく大きいQl　　　　　－一・：）等力・雀縢された。

瀦職聯田胞の酉己列状態，形状，大きさ，　，＊［｛1胞1隙　　㈹下醸縣

舗観数体によりその滞しく，止ヒ・鮫欄晦しく密　下醸皮系の購を撚mi、，。。，・，rにて1職し謎

に醐曙の馴’もの（23CR…　MX・－L　MXrrv　の獺翻塾芒した（第職）。
（写真7））・不定形を1暴する大小の細胞が極めて疎に配列

　　　　　　　　　　　　　　　第1陵混数休棘の下醸皮系のノ1誌の変異

＼聖mete「目盛

些較墾樹＼＼
23CRy4

露国野桑㈲：樹）

23CI7

一の瀬（鳳樹）

MXs一工

対　照（無処理）

］M［Xa一皿

MX，一一・　ur

対　照（無処理）

MX，…－rv

対　照（無処理）

MX5－一工

対照（無処理）

2・03・04・05・06．07．08．09．010，。

5　　8　　7

8　　11　　工

1　　6　　6　　7

　　　7　　10　　3

　　　8　　9　　2　　1

6　　13　　1

4　　　7　　7　　－　　　2

4　　5　　9　　2

3　　13　　　4

　　　　　　8　　3　　4　　3　　　1　　　1

7　　　4　　　9

7　　7　　5　　　1

　　　5　　15

20

20

20

20

鯉i託均の儒頼隈界

　　　　　　　＊4。469籟㎜磁3，731

　　　　　　　ネ3卿423韮謹雲ln霧叢　2．877

4．380議1n豪翫　3禦520

4．125≧i裟In議叢　3．475

　　　　　　　　　　　20　　　5，190盈！n叢叢　4脅410

20　　　4，007隷m叢　3．493

20

20

20

20

20

20

20

4，987盈m嘉3，193

4，892議m盛4．008

4。331叢1T】蒸　3，769

　　　　　　　あ7。171蕊霞m≧裟　5．729

4。540裁m≧黎3，660

4曾430滋u1≧　3暫570

4、954藁⑳差　4，546

構撫mi・・。m・t・・1　＝＝3・3311　＊儒頼脚5％

徽興よれば下轡系の罫…骸蜘・見　陳麟状態を・蹴処・撚された調飽の隙は，大
られるよ・嫌し岬薄の差は認められず，その変鍋　小桐にしてそ醐・綱鋤て大きい．欄全嚇蜆

一般に小さv’・　　　　　　　れば，顯爽縣・・猷厚も鰍の獺則｛，購し
下醸皮細胞の大きさ・形状蘭己列等は不規則を呈　い。　　　　　　　　　’
ヒ：MX・一工，MX・一IV桑樹は処・大形の厚醸蜘1亀　J・」・．・　i｝E“￥Sc体の軸・・離を遡包すれ脚彫葉の融

が激し，多少の購がある・　　　　　に1・1・い繊蝋購しく・’d・’規fiUttkを鷺る。　m
　なお・MX5一工桑樹の桑葉中に斑入のある崎形葉（写

真3（v））が混在したのでその組織を観察した（噸9）。　　　　　摘　　要
本糠の斑入の部分は葉離めて薄く，鰍繊は一一　（1）・．・％・・1，hi，i。e＋・。囎。．。、ph，h，l　ace，ic

層で欄は駄姻彫敵し疎剛肌て処・獣き　acid水i・ii液を用い，衡浸徽び幼欝峨提点に瀞
蜘胞融が磁する・海奉　㈱1欄は騨桐で｝lflSiff　鯉断い，・・欄（・・＝・28）と蝋H胞（・。。、56）曜
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薄　　1・！灘讃露・・絵tt…臨駅2　　：ヒ’t　　　　　　　3
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数体2個体（23CRy・・23CI・）・3x細胞（2・＝42）と6x　ce11・・nd　4・ceU・，4mi・pl・id，（MX、一工，馴，

細胞（2n　・84）め混数体4個体（MX・一工，皿・皿・　　W）。f・3・・cell…nd　6x　ce］1・，・nd・・，　mi。pl。id

．IV）及び5x細胞（2n＝＝70）と10x＊［日胞（2n矯140）の湿数　　　　（MX，一工）of　sx　ce11s　and　10x　cells，　i。　e．　a　tota1

休1佃体，計7個体をそkEl，た。　　　　　　　　　　　　　1　．of　7　mixploicls．

　　（2｝混数体のク榔形態は搬1こ嘲陳の灘が大部分　2．R・g・・di・g　th・e・t・m・l　m・・ph。1・gy。f　th，

で，葉の厚さ及び気孔σ）大きさ等は不同にしてその変異　　．mixploid，　most　of　the　leaves　are　generally

が大きい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　malformed　and　the　thiclmess　of　the　leaves　and

　　樹姿は媛態で，節H，｛’1は短く葉序は乱れている。「「冬芽は　　　　the　size　on　the　stQmata　are　not．uniform　and

大小不同で鱗片は緩である。　　　　　　　　　　　　　　great　in　variation　and　the　internodes　are　short

　　（8）葉の組織は一般に・．1・π醸皮剰ま多層となる傾［句　　and　the　phyll・t・・y　i・irreg。1、，　and　th，　wi。t，，

があつて厚さを増す。柵状動庄に海綿状組織の各1樽は厚薄　　　　buds　are　not　unifornユin　size　and　the　scales　are

不岡にして，それら細胞の配ダ1」状態も不規則である。　　　　　loose．

　　下面表皮系の細胞は大小不同である。　　　　　　　　　3．As　regards　the　tissue　of　the　leavesl．the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　upPer．epidermis　tends　to　have　many　layers．
　　　　　　　　　　　文　　　　献
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　layers　of　the　palisade　and　spongy　pare二

1．BLAKEsLEE，　A，　F，　AvERy．　A．G．：Jour，　Hered，　　　　nchyma　are　notしmiform　in　thickness　and　their

　　　　　28，　393【－412（1937）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cells　are　irregular　in　Clisposition　and　dense　and

2・古里．和夫：欄及動，8（8），1303・・－1311（1940）　　　　　sparse・「「he　cells　of　the　lower　epidermis　are　not

3・早瀬鋼・染色体，8，324－335（・951）　　．unif°Tm．i”　size・

4・金沢林助・大平正一・植及動，10（11），1043～1045　　（L・b。・at。・y・f　M・lb・・ry－・T，ree　G・。wi・g，・Facti・

　　　　　（1942）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　Ity　of　Textile　and　Sericulture，　Shinshu　univer＿

5．　　　　　　：植．及動，10（9），829－一・・831（1942）　　　　．　sity・）

6。　　　　　　：｝壌位ミ壽志，23（5－6），77－81（1948）

7・近藤典生：遺伝誌，17．（2），．46～53（1941）．　　　　　　図版説明

8・．酬花：撒動・8．（5）・9°6－913（194，°）　顎・．対　難鱗の礁（鰍理・。）

．9・大沢t’ipa・麟艮，1…一・・8（・9・5）　　　・。　M・，＿、（・。t、x）鱗の形態

1°・棚織：撒動・1°（1）・63““’68（1942）　　・．M・，一工（・x，　・・x）隷の濾斑入部（V）

11・ノ瞼謙．；1勲形騨．（1948）．　　　　　を示す。
12・SHIMAMuRA・T：Cyt°1°・ia・9，486－496（・939）　・．欄韓（雛1野桑．2。）の横1鏑
工3＃歯v：畷誌，21（5一6），229－231（・9与2）　・．23CI，（2。，・。）織の蘭面
14・ @卿押鍵吾：極繍，3・11－17（195，3）　6．MX、一・皿（・x，・。）糠の噺面

鮒中i・94巽゜繍’第11鞭85　　．1：贈妻職臨

　　　　　　　　　　　　S。mmh。，　　　　　9・　MX・一工（・x・　1・x）顯嚇繍分（V）の横

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　断面

1・Usi・g　an　aqtt・。・・r・1・ti…fmi・・d　O・・％・　　　．．。……一晒搬系
cglchi。i…and　2・・・…．times　・・－n・phthyl’　aceti・／t

@　　　b一柵犬鰍
acid・the　auht・・s　perf・・m・d　th・imm・・si・n。f　．　　　。・＿海綿状組織

，the　sreds璽・d　th・d・・PPipg　treatm・・t・f　th・　　　　　d…．・・一ド醸r9系

9「°wi”g　P・i・t・．・f　the　seeClli・g・・A・d　th・y　　　　．・…・・多ノ轍縣

゜btained　2　m，i・pl・id・（23CR・4　and　23CI・）・f　2・　　　’　f・・…細包iil／S］　Pslt　a、著しく大きいもの


